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１．研究開発の目的  

日本発の技術である光触媒は、環境浄化粉末触媒として塗料や建材分野に広く利用されてきたが、

①優れた担体フィルターがないこと ②光触媒の反応性の遅さ から、用途が限定され、普及に至って

いない。日本ピラー工業では産総研九州センターの特許と自社技術により軽量かつ強固な Si/SiC 光

触媒フィルターを開発したが、光触媒の反応性向上が大きな課題であった。一方、九州大学北條研究

室では、吸着効果に優れたメソポーラスシリカ光触媒粉末を開発し、担体を探索していた。今回、その

両者の融合により、画期的な光触媒フィルターの可能性が見出せたことから、将来の工業化の可否を

更に探索すべく、今回の申請を行うこととした。 

 

２．研究開発の概要 

①成果 

吸着性能と光分解性能を併せ持つＭＰＺ粉末（九大のシーズ）を元に、世の中にないバランス型光触

媒フィルターの開発を目標としてきた。フィルターへの強固な担持方法の開発に成功し、アセトアルデヒ

ド、メチルメルカプタンでは、市販光触媒フィルターに比べ数倍と大きな吸着性能を有し、かつ市販光触

媒フィルターと同等の分解性能を有するバランス型光触媒フィルターの開発という目標を達成した。今

後は水処理用途への可能性についても検討していきたい。 

 

研究開発目標 達成度 

①日本ピラー工業の Si/SiC フィルターへのＭＰＺ

光触媒の担持方法の確立 

 

 

②担持光触媒の剥離を評価する方法の確立 

 

 

 

③ＭＰＺ光触媒担持フィルターの性能評価 

 

 

 

 

 

 

①担持量 15%以上かつ剥離量 5%以下のフィルタ

ーの開発を目標に掲げ、担持量 23.0-24.0%かつ

剥離量 2.0%のフィルター（J-27）の開発に成功

し、目標を達成した。 

②装置振動や空気通過による剥離量は 0.2%程

度であった。剥離試験方法として、装置に組み込

むまでのハンドリングを模擬した叩き試験を採用

し、評価方法を確立した。 

③アセトアルデヒドの JIS 試験により、市販触媒

フィルターにない大きな吸着性能（市販フィルタ

ー0.36μmol、ＭＰＺフィルター1.61μmol）と市販

フィルターと同等の分解性能（市販フィルター

79%、ＭＰＺフィルター75%）を併せ持つことを確認

した。以上の点からＭＰＺフィルターの優位性を

確認し、目標を達成した。 



④製品要求事項の調査 

 

④装置メーカーへの説明資料として、アセトアル

デヒド、硫化水素系有機物、滅菌試験の３つの

データを揃えることを目標とし、③で記述したア

セトアルデヒド同様に、メチルメルカプタン、抗菌

試験（黄色ぶどう球菌）を実施し、ＭＰＺフィルタ

ーの優位性を確認し、目標を達成した。 

 

②今後の展開 

ＭＰＺのフィルターへの担持方法は開発できたが、このＭＰＺフィルターの製品化にはＭＰＺ粉末を工

業的に製造していくことが必要である。この点については、九大と共に製造先の探索を進めていく。ま

た、ＭＰＺフィルターで実際の臭いを分解する場面では、用途毎にガス種が異なり、それぞれのガスで

性能を最適化してくことが必要となってくる。今後もＭＰＺの改良を九大と継続して行いＭＰＺフィルター

の市場化検討を進めていきたい。 

 

３．総合所見 

 概ね目標とする成果は得られたが、イノベーション創出の期待が低い。Si/SiC フィルターへの MPZ

の強固な担持、低剥離率、高性能光触媒性能の担保と言う当初目標は達成された。ただし、実用化の

可能性を顕在化させるには、市場認識の変化があり、新たな課題の解決が求められる。 

 

以上 


